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■研究の 背景

北海道における 稲作農業では、 安定し た収穫量を 確保する ために気象変動の影響を 受けにく い 

品種の調査や生育試験を 実施し 、 その収穫量（ 収量） を 把握し ておく 必要があり ま す。 し かし 、

育成試験の実施には制約が多く 、 何ら かの予測手法を 使っ て収穫量の予測を 行う こ と が求めら れ

ていま す。 収穫量を 予測する ためには、 土壌や気象など の過去の水稲栽培データ が必要ですが、

品種・ 収集地点によ っ てはデータ が欠測（ 欠損） し ており 、 通常の統計解析や機械学習を 使用し

て予測する ためには、 データ の欠測処理が不可欠です。 そこ で本研究では、 品質工学のＴ 法を

応用し て、 データ に欠測があっ ても 解析可能な収量予測ツ ールを 作成し 、 地域およ び気象別（ 低

温・ 平年・ 高温） に水稲の収穫量の推定を行いま し た。

■研究の 要点

１ ． 欠測データ の処理方法と 予測性能の比較

２ ． １ を踏ま えた、 収穫量予測手法の検討と 解析ツ ールの開発

３ ． 解析ツ ールを利用し て、 地域・ 気象別（ 低温年、 平年、 高温年） の収穫量変動の推定

■研究の 成果

１ ． 高価な統計解析ツ ールなど で用いら れる 各種欠測処理方法や、 欠測処理自体が不要な品質工

学のＴ 法を ベース にし た「 欠測対応Ｔ 法」 を 比較し た結果、 欠測対応Ｔ 法は既存の予測モデル

SIMRIWよ り 高い性能で予測が可能である こ と がわかり ま し た。

２ ． １ の結果を 踏ま えて、 重要因子など も 表示でき 、 マイ ク ロ ソ フ ト Excel上で動作する 「 欠測

対応T法解析ツ ール」 を作成し ま し た。

３ ． 本解析ツ ールを 用いて、 過去の水稲栽培・ 気象データ から 、 地域・ 気象別に収穫量（ 精玄米

重） を推定し ま し た。
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